
未来型柑橘生産に向けたＡＩ等先端技術
の導入によるマルドリ栽培の推進

西宇和農業協同組合
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真穴地区
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南予用水事業の有効利用
命の水の多目的利用とスマート農業の導入

南予用水事業への取組み
○昭和42年の大干ばつを契機
○昭和49年～平成８年度 国の
直轄事業で完工、
樹園地7,200haの受益面積

○柑橘園の干ばつ時の潅水、一
斉防除(農薬・液肥)、台風襲
来後の除園に利用

●末端施設が20年経過し、更新整備の
計画(農地耕作条件改善事業)

●既存の使用からさらなる多目的利用へ
・先駆者がマルドリ栽培技術を確立
・地域で水利用の総意が図られた

補助事業で
マルドリ栽培
施設の整備 2



施設の導入(H21～)：普及支援協会の地球温暖化戦略対応体制確
立事業：黒田氏(R6年度日本農業賞特別賞受賞予定)園地
宮川早生２４a(スプリンクラー設置園)

防除＋かん水利用ＳＰ（スプリンクラー）施設との棲み分け

ＳＰ防除
・防除作業軽減
・一斉防除による効果
・労力を他へ振り替える

ことが可能

＋
ＳＰかん水
・干ばつ時10mm/回→3.5日間断
・8月は3～4mm/日蒸散→かん

水が必要 ＋ 点滴か
ん水

マルドリ栽培への取組み

マルチ
点滴潅水（ドリップ）

(イスラエル製）
液肥混入器
(フランス製)

コントローラー

電磁弁

3



マルドリ導入・高品質栽培園の状況

①気象ロボットによる最適管理実証 ―実証経過―

（マルドリ栽培実証園の状況）
○最適な土壌水分管理により高品質多収量栽培を実現

・Ｓ以下比率が45～70％でも連年生産
・糖度12度以上が41.1％（Ｒ２年)
・10a当り単位収量6ｔ以上をキープ(H30対比14%増加)
・着色が良好で、1回目の収穫で90％以上が収穫可能に

実証マルドリ園地収穫前 １回目の収穫後
(10/31 9.5分着色以上)
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図1 マルドリ園における収量の推移（推定）

マルドリ園地における10a当り収量の推移

連年６ｔから８ｔの連年超高収量生産
Ｓ以下割合が高くても連年安定生産

一般園は最大
でも3.5～４ｔ
の生産量
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気象ロボットによる
最適管理実証

アシストスーツによる
軽労働化実証

ＡＩ選果機による
労働力削減効果の実証

経営・栽培管理の
「見える化」実証

◆アシストスーツで
運搬作業を軽労働
化

◆ＡＩによる選果作
業の省力化

◆クラウドアプリ
で管理を「見える

化」

スマート営農体系の実証技術

◆気象ロボットで
圃場環境をモニ
タリング

果実収量・品質
向上

労働負荷の軽減
粗選果作業の労力
削減

経営・栽培管理の
最適化

＋マルドリ栽培
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気温､湿度､雨量､日射量
土壌温度､土壌水分
土壌ＥＣ

圃場環境

樹勢、水分ストレス

樹体状態

縦径･横径、果実重
糖度･酸度、裂果数

果実生育

潅水、施肥

最適管理ＩｏＴ機器による
モニタリング

マルドリ栽培

○気象ロボットを温州ミカンマルドリ栽培５園地に設置し、モニタリング。
○樹体の生育（果実生育、糖度・酸度、ＬＷＰ）に影響する環境要因を評価。

環境モニタリング
クラウドシステム
「web-Watcher」

①気象ロボットによる最適管理実証

Ｒ元年度～国補 スマート農業加速化実証プロジェクト

Ｒ４年度～トラ
イアングルえひ
め
センシングによ
るデータにより
高品質安定生産
園を丸裸にして
コピーする

生産者の目による管理

データに基づく生産
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気象ロボットによるモニタリングとパソコン上での見える化
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さらなるマルドリ栽培の地域内外への拡大

●新たな栽培技術のツールとして
現場でのさらなる普及が期待される

●栽培者の増加でスマート農業によるマルドリ
栽培のバージョンアップ⇒高品質安定生産定着

Ｉターン就農者・親元就農者の栽培
意欲の向上につながる
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